
いわなみさん

放課後児童クラブ

~放課後や夏休みのこどもの居場所~

5

ゆわさん まさとさん

放課後児童クラブは、小学校の授業が終わったあと、保護者が仕事

などで家にいない時間に、こどもが安心して過ごせる「放課後の居場

所」です。家に一人で帰って待つのではなく、支援員などの大人がい

る環境で、友達と一緒に遊んだり、宿題をしたりできます。学校とは

少し違う雰囲気の中で、遊びと学びの両方を取り入れながら過ごせる

ことが特徴で、毎日の生活のリズムを整えやすいという良さもありま

す。保護者にとっては、こどもが安全に過ごせる場所があることで、

安心して仕事を続けられます。一方で、放課後児童クラブには「入り

たいのに入れない」場合があります。こうした状況のこどもを「待機

児童」といいます。特に、夏休みなどで希望する家庭が増えると、利

用できないこどもが出やすく「待機児童」が増え、受け入れできない

ケースが生じやすいです。

特に夏休みは、朝から夕方まで利用

する子が多くなります。埼玉県鴻巣市

では、こうした問題に対応するために、

夏休みなど学校が長く休みになる期間

に、放課後児童クラブの運営場所を増

やすなどの工夫を行い、待機児童をゼ

ロにしており、お話を聞きました。
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1

3 4

放課後児童クラブは、放課後や学校が休みの日に保護者が家にいな

いこどもが、安心して過ごせる場所です。

スタッフの見守りのもと、友達と遊んだり、宿題をしたり、疲れた

ら休息するなどができます。

近年、共働きの家庭が増えました。

「こどもたちが一人で過ごすことの
ないよう安心して過ごせる場所の必
要性が高まりました。

2

そもそも、放課後児童クラブって？

なぜつくられたの？

そのため、放課後児童クラブがつく
られました。こどもが安心できる居
場所として全国に広がりました。

そのような背景もあり、こどもが
放課後に一人で過ごす家庭が増え
ました。
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利用したいのに入れない子がいます

待機児童数の変化 小１の待機児童数 待機児童の発生

特に必要としている
小１でも発生

1,966人
（全体の約12％）

一部の自治体で増加

東京都、埼玉県、
兵庫県で全体の約４割

放課後や夏休みなどの長期の休みに、家でこども一人で過ごすのが

不安で放課後児童クラブに通いたいと思っても、放課後児童クラブで

働いている人や場所が足りなくて、待機になるこどもがいます。

特に夏休みなどの1日が長く、「夏休みだけ利用したい」というニーズが多いの

に、対応できていない地域があります。

どんな問題があるの？

5

1.6万人

0.7万人

10月5月

出典：令和７年放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ）の実施状況

約4割
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今後どんなことが必要？
5

居場所をもっと増やす 支援する大人を増やす・育てる

適切な利用調整

普段使っていない学校の教室や地域

の施設、空いているお店などを使う。

働いている人が働きやすい環境を

整える。

ハローワークなどと連携する。

利用したいのにできていないこども

の人数を正しく調べて、空いている

クラブとつなげる。

地域・学校・家庭が協力する

学校や地域の人たちが力を合わせて、

必要な子に必要な支援を届けられる

ようにする。

1 2

3 4

放課後児童クラブを利用したいこどもたちのために、
できることがまだたくさんあります。

自治体と国が協力して、さまざまなことに取り組んでいます。
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5
お話を伺いました

（視察・インタビュー）

埼玉県鴻巣市の放課後児童クラブ

を訪問し、視察・見学とあわせて職

員の方へのインタビューを行いまし

た。学校が終わったこどもたちは、

約15分歩いて公民館内にある放課後

児童クラブへ集まり、友達と遊んだ

り宿題をしたりしながら過ごしてい

ました。

日頃、こどもたちとふれあい、また放課後児童クラブを運営する職員（事業者・

市）の方から運営の工夫や課題についてお話を伺いました。

放課後児童クラブは、学校が終わったあとから保護者が迎えに来るまでの間、こど

もが安心して過ごせる「放課後の居場所」です。鴻巣市では、夏休みなど学校が長期

休業となる期間に運営場所を増やすなどして受け入れ体制を整え、待機児童をゼロに

しています。
放課後児童クラブの様子

職員さんに話をききました
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こどもたちに愛情を持って接

してくれる支援員にいる、

“あたたかい放課後の居場所”

いわなみさん

5

支援員の方の机から、こどもたちの
机が見えるように設置されていて、お
互いに顔が見えるような工夫がされて
いると感じた。そうすることで、こど
もたちを見守ると同時に、こどもたち
も支援員の方に見守られている安心感
を持つことができると考えた。帰り際
にもう一度、施設に入らせていただい
た時、支援員の方が室内に入った瞬間
に、こどもたちが支援員の方に「先
生」と呼びかけており、支援員の方が
こどもたちから、とても慕われている
ということが分かった。施設や制度が
あるだけでなく、こどもたちに愛情を
持って接してくれる支援員の方がいる
ことによって、こどもたちにとって放
課後児童クラブが、安心できる居場所
になりえていると考えた。

インタビューを通して、放課後児童
クラブが小学校や公民館と連携して事
業を行っているということが分かった。
放課後児童クラブと小学校が連携して
くれていることは、保護者の方々が放
課後児童クラブにこどもを預ける際の
安心材料になると言えると思った。

また、職員の方から、放課後児童ク
ラブと公民館が連携していると教えて
いただき、そうした取り組みが地域と
こどもたちの関係性を作ることにつな
がると感じた。公民館はこども・若者
世代の利用者の少なさに問題意識を持
っていることが多い。そのため、放課
後児童クラブが、地元の小学生と公民
館とが関わる機会を創出することによ
って、こどもたちは公民館の事業を知
るきっかけとなる。また、地域住民の
方々はこどもたちの存在を身近に感じ
ることができ、地域でこどもを見守り、
育てるということにつながると思った。

一方で、長期休暇中の児童クラブの
運営に苦労されているという印象を受
けた。特に夏休みに集中的に働いてく
れる人員の確保が課題と思う。特に、
こどもと関わる仕事である以上、倫理
観や一定の知識などが求められるため、
誰でもいいというわけにもいかず、人
員と質の確保は悩みどころだと感じた。
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こどもの放課後の居場所を

支える職員や行政の仕組み

が重要
ゆわさん

5

まず最初に感じたのは、こどもと支援
員との距離が、学校の先生以上に近い関
係を築いているという点である。その理
由として考えられるのは、学校が「学び
の場」であるのに対し、放課後児童クラ
ブは「学びの場」であると同時に、友人
と遊んだり、自分の好きなことをして長
い時間を過ごすことができる場所だから
である。
私は放課後児童クラブに行った経験は

ないが、小学生の頃、学校の先生に対し
てあまり心を開けていなかった。そのた
め、このようにこどもが支援員と親密な
関係を築けていることは非常に印象的で
あった。 最も印象に残ったのは、「A
君は中学生の漢字をやっているんだよ」
という言葉である。この言葉から、小学
生であっても一人ひとりに個性や能力の
違いがあることを改めて感じた。学校の
ように学年やクラス単位で一律に学ぶ環
境では、その子の得意分野や特出した力
を十分に伸ばせないこともある。
しかし、放課後児童クラブのような場

では、こどもの興味や能力に合わせて学
びを深めることができ、その子らしさを
活かした成長が促されていると感じた。
また、一人ひとりが自分の好きなことに
取り組む時間を多く持つことで、得意・
不得意を自覚し、新たな才能や個性を伸
ばすことにもつながると考えた。

今回の活動を通して、二つの大きな社
会的な課題等を感じた。
一つ目は、先ほども述べたように「本

当に必要としている家庭数の正確な把
握」と「それに応じた入室条件の提示」
である。実際には利用を必要としている
にもかかわらず、入室条件に当てはまら
ず、選考の対象にすらならない家庭が存
在する。そうした家庭をできる限りゼロ
に近づけていく必要があると感じた。
二つ目は、今回の課題の中で最も強く

感じたのは「放課後児童クラブに対して
家庭が本当に求めているニーズを把握す
ることの難しさ」である。
これは、こどもや家庭の声を直接聞く

立場にある現場の職員と、実際に施策を
立案・実行する行政側とで、感じている
課題や見えている状況が異なることに原
因があると思った。
これらの課題を解決するためには、ま

ず現場の方々と行政との意見交換の頻度
を、月1回ではなく、より高い頻度で行
うことが重要だと考える。なぜなら、1
か月の間にも気温の変化や日の長さなど、
こどもの生活環境は大きく変化し、その
時々で必要な支援内容も変わってくるか
らである。また、行政の職員が現場に直
接赴き、こどもたちや職員の様子を実際
に見ることで、現場の雰囲気や課題をよ
りリアルに把握できると思った。
これらの二つの取り組みが、今回の視

察を通して私が感じた主な改善点である。
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こども目線で、“こどもが

伸び伸びと過ごすことが

できる場所”をつくること

が大切
まさとさん

5

僕は世田谷区で学童保育に通ってい
ました。今回、鴻巣市の放課後学童ク
ラブを視察したのは、地域によってこ
どもたちの放課後の過ごし方や支援の
仕組みに違いがあることに興味を持っ
たからです。特に、待機児童ゼロの実
現や、世田谷区に当時はなかった学校
敷地の外の施設や長期休暇専用施設の
運営に注目してみました。
施設では、最初の30分間を宿題時間

に取り組むことが決められていて、学
習習慣が小さなころから自然に身につ
くような工夫がありました。ネット制
限などの対策もあり、いろいろ考えて
いることも感じられました。ただし、
スペースが限られているため、工作用
いすに座ったままの時間が長くなりそ
うで、自由に体を動かすことがむずか
しそうでした。
良い点としては、宿題やWi-Fi制限

など時間管理がしっかりしていること
と、狭いこともあって行動の把握がし
やすいように思いました。悪い点とし
ては、学校から施設までの距離があり、
特に夕方以降の移動には不安を感じま
した。防犯カメラがあったり、送迎用
に使える大きな駐車場があったり、安
全面での工夫があり、安心感があると
思います。

ただ、待機児童をなくすこともあり、
最大限の受け入れをしているそうなの
で、こどもからするとかなり窮屈で、
体を伸ばして寝ることができるスペー
スや、みんなで遊べるフリースペース
がないのは、こどもとしてはマイナス
要素かもしれません。
大人目線での管理上は問題なくても、

じっとしていられないこどもも多いと
思うので、改善が必要だと思いました。
また、公民館の中の併設なので、他に
も施設がそろっており、大人の見守り
もあるとは思いますが、体育館や工作
室が公民館の利用状況に左右されるの
はマイナスかもしれません。
ただ、私としては、小学校1年生も

いる中での徒歩15分の移動に不安を感
じました。
児童増加や共働き増加の中で、学校

敷地外ではあっても、学童クラブの施
設を作ったり、長期休暇専用施設を作
ったりするなど、積極的な取組を感じ
ました。また、長期休暇専用施設に関
しては、通年利用者とスポット利用者
を分けることでこども同士のトラブル
や気持ちに配慮していて、経験を活か
した改善や工夫も感じられました。地
域ごとに合わせた運営が、こどもだけ
でなく親にも安心感を与えていること
がよくわかりました。
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